
1 

 

 

〇
論
文
要
旨 

 

伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
～
七
―
八
二
二
）
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
延
暦
二
十

三
年
（
八
〇
四
）
に
入
唐
し
、
台
州
に
お
い
て
主
た
る
目
的
で
あ
る
天
台
の
法
門
を
道
邃
・
行
満
よ
り
伝

授
さ
れ
、
さ
ら
に
台
州
で
は
国
清
寺
惟
象
よ
り
「
大
仏
頂
大
契
曼
荼
羅
の
行
事
」
を
、
貞
元
二
十
一
年
（
八

〇
五
）
の
帰
国
の
際
に
は
、
越
州
龍
興
寺
に
お
い
て
順
曉
よ
り
「
三
部
三
昧
耶
」
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
授
さ
れ

た
。
ま
た
、
以
上
の
受
法
に
加
え
、
草
堂
寺
大
素
よ
り
「
五
仏
頂
法
」・
「
冥
道
無
遮
斎
法
」
を
、
明
州
檀

那
行
者
江
秘
よ
り
「
如
意
輪
壇
」・「
普
集
会
壇
」
を
、
開
元
寺
霊
光
よ
り
「
軍
荼
利
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受

法
し
た
と
さ
れ
る
。 

日
本
天
台
の
密
教
、
す
な
わ
ち
台
密
は
、
最
澄
の
こ
れ
ら
の
受
法
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
台
密
は
承
和

五
年
（
八
三
八
）
に
入
唐
し
た
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
―
八
六
四
）、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
に
入
唐
し

た
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
、
胎
蔵
界
と
金
剛
界
の
両
部
に
蘇
悉
地
を

加
え
た
三
部
の
密
教
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
そ
し
て
五
大
院
安
然
（
八
四
一
？
―
九
一
五
？
）
や
そ
れ
以

降
の
諸
師
ら
に
よ
っ
て
台
密
は
大
成
さ
れ
て
い
く
。 

円
仁
は
、
不
空
訳
三
巻
『
金
剛
頂
経
』
の
註
書
『
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
』（『
金
剛
頂
経
疏
』）
を
は
じ
め
、

蘇
悉
地
の
根
本
経
典
で
あ
る
善
無
畏
訳
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』（『
蘇
悉
地
経
』）
の
注
釈
書
『
蘇
悉
地
羯
羅
経

略
疏
』（『
蘇
悉
地
経
疏
』）
等
を
著
述
し
て
い
る
。
蘇
悉
地
に
関
し
て
は
、
具
体
的
内
容
・
伝
承
等
不
明
瞭

な
こ
と
が
多
い
が
、
昨
今
の
研
究
に
よ
り
『
蘇
悉
地
経
』
の
中
尊
は
仏
頂
尊
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

円
珍
は
『
大
日
経
心
目
』・『
大
日
経
指
帰
』
等
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』
）
と

そ
の
注
釈
に
関
す
る
書
や
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
不
空
訳
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
に
対
す
る
注
疏

で
あ
る
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
略
義
釈
』（『
菩
提
場
経
略
義
釈
』）
等
を
著
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
円
仁
、
円
珍
は
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
著
作
を
い
く
つ
か
遺
し
て
い
る
。
そ

れ
で
は
、
胎
金
蘇
を
特
色
と
す
る
台
密
の
中
に
仏
頂
尊
を
主
と
す
る
密
教
は
、
如
何
に
相
関
し
な
が
ら
浸

透
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

台
密
の
権
威
で
あ
る
三
﨑
良
周
博
士
は
『
台
密
の
研
究
』
で
「
仏
頂
系
の
密
教
」
と
呼
称
し
て
中
国
密

教
と
台
密
と
を
相
関
さ
せ
て
蘇
悉
地
乃
至
三
部
の
密
教
に
つ
い
て
探
求
さ
れ
克
明
な
分
析
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、『
台
密
の
理
論
と
実
践
』
に
お
い
て
、
仏
頂
尊
に
関
す
る
密
教
を
台
密
に
お
け
る
研
究
課
題
の
一
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
加
え
て
、
三
﨑
博
士
は
両
書
の
中
で
、
台
密
に
お
け
る
仏
頂
尊
と
の
関
連
性
を

解
明
す
る
に
は
、
最
澄
周
辺
の
密
教
に
関
す
る
事
例
や
記
事
を
さ
ら
に
収
集
し
調
査
を
重
ね
る
必
要
性
が

あ
る
と
主
張
す
る
。
な
お
、
仏
頂
尊
と
台
密
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
研
究
例
は
三
﨑
博
士
の
研
究
の
他
に

は
あ
ま
り
な
く
、
最
澄
の
密
教
に
つ
い
て
著
さ
れ
た
論
文
も
多
く
は
な
い
。 

筆
者
は
、
三
﨑
博
士
の
研
究
を
鑑
み
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
が
仏
頂
尊
と
如
何
に
結
び
つ
く
の
か
に
焦

点
を
当
て
、
最
澄
の
撰
と
さ
れ
る
著
や
伝
記
類
を
は
じ
め
、
最
澄
在
世
時
に
お
け
る
最
澄
周
辺
の
東
密
の

事
績
や
密
教
に
関
す
る
記
事
等
を
改
め
て
掘
り
起
こ
し
、
各
先
行
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
最
澄
の

台
密
の
形
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
た
。 

ま
ず
第
一
部
で
は
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
と
仏
頂
尊
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。 

第
一
章
で
は
、
最
澄
が
入
唐
前
に
ど
の
程
度
密
教
乃
至
仏
頂
尊
に
つ
い
て
理
解
を
有
し
て
い
た
の
か
考

察
す
る
。
日
本
に
は
、
す
で
に
奈
良
時
代
に
『
大
日
経
』
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
密
教
経
典
や
『
仏
頂
尊

勝
陀
羅
尼
経
』
等
の
陀
羅
尼
経
典
等
が
伝
来
し
て
い
た
と
さ
れ
、
最
澄
は
入
唐
以
前
に
密
教
に
接
し
、
何
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ら
か
の
知
識
が
具
わ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
光
定
撰
『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
、
最
澄
が
弟
子
の
円
澄

に
、（
自
身
（
最
澄
）
が
入
唐
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
）
自
身
の
代
わ
り
に
桓
武
天
皇
の
為
に
五
仏
頂
法

の
儀
式
を
遂
行
し
、国
家
を
守
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。こ
の
記
述
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、

最
澄
の
入
唐
前
に
お
け
る
密
教
の
理
解
度
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
こ
の
記
事
は
見
做
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

『
伝
述
一
心
戒
文
』
の
記
述
の
真
偽
に
関
し
、
灌
頂
が
（
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、）
ど
の
よ
う
な
経

典
・
儀
軌
に
則
っ
て
い
た
の
か
探
究
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
最
澄
が
、
唐
に
お
い
て
受
法
し
た
密
教
の
詳
細
を
収
め
た
と
さ
れ
る
『
内
証
仏
法
相
承

血
脈
譜
』
中
、「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
と
「
雑
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
を
重
点
的

に
考
察
す
る
。「
胎
蔵
金
剛
両
曼
荼
羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
は
順
曉
か
ら
の
受
法
に
関
係
す
る
血
脈
譜
で
あ

る
。
こ
の
血
脈
譜
と
順
曉
授
法
の
密
教
で
あ
り
（
後
に
蘇
悉
地
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
る
）「
三
部
三
昧
耶

の
印
信
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、
仏
頂
尊
に
関
わ
る
内
容
が
随
所
に
現
れ
る
「
雑
曼
荼

羅
相
承
師
師
血
脈
譜
」
に
は
、
血
脈
の
始
ま
り
で
あ
る
「
金
剛
道
場
大
牟
尼
尊
」
か
ら
仏
頂
尊
を
主
と
す

る
密
教
経
典
『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
を
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
し
た
菩
提
流
志
と
阿
地
瞿
多

が
列
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
訳
し
た
二
経
典
と
、
同
じ
く
仏
頂
尊
を
主
尊
と
す
る
『
蘇
悉
地
経
』

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
、
最
澄
が
蘇
悉
地
の
要
素
と
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
考
証
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
帰
国
後
に
行
っ
た
高
雄
灌
頂
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
書
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の

真
偽
を
検
証
す
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
は
、
主
尊
を
仏
頂
尊
と
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
最

澄
の
真
撰
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
澄
に
お
け
る
密
教
理
解
の
端
緒
と
な
り
え
る
。
筆
者
は
、『
灌
頂
七
日
行
事

鈔
』
が
如
何
な
る
書
な
の
か
改
め
て
調
査
し
、
本
書
に
ま
つ
わ
る
問
題
点
を
挙
げ
て
真
偽
を
論
じ
た
。 

第
四
章
で
は
、『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
著
さ
れ
た
時
期
を
論
点
に
す
る
。『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
名

は
、
そ
の
奥
書
に
も
記
さ
れ
る
薬
雋
撰
『
天
台
宗
遮
那
経
業
破
邪
弁
正
記
』（『
破
邪
弁
正
記
』）
で
初
め
て

み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、『
破
邪
弁
正
記
』
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
灌
頂
七
日
行

事
鈔
』
の
成
立
と
由
来
に
つ
い
て
考
証
し
た
。 

第
五
章
で
は
、
台
密
に
お
け
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
依
用
に
つ
い
て
、
法
曼
和
尚
作
と
さ
れ
る
『
息
心

抄
』
を
中
心
に
考
察
を
行
う
。『
陀
羅
尼
集
経
』
は
『
灌
頂
七
日
行
事
鈔
』
の
成
立
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
典
は
、
安
然
が
『
八
家
秘
録
』
や
『
教
時
問
答
』
に
お
い
て
採
り
上
げ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
台
密
事
相
に
影
響
を
与
え
て
い
く
が
、
安
然
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
け
る
修
法

に
関
す
る
記
述
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
台
密
に
お
い
て
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
関
す
る
何
ら
か
の
修
法
を

行
っ
た
の
か
ど
う
か
、『
息
心
抄
』「
四
天
王
法
」
に
み
え
る
記
述
を
中
心
に
論
究
し
た
。 

つ
づ
い
て
第
二
部
で
は
、『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
『
瑜
祇
経
』）
に
説
か
れ
る
仏
頂
尊
に
関

す
る
事
例
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。
安
然
の
著
作
『
教
時
問
答
』
巻
四
の
四
蔵
（
瑜
伽
瑜
祇
蔵
）
に
は
、

蘇
悉
地
法
に
つ
い
て
は
、
胎
蔵
界
と
同
じ
よ
う
に
三
部
立
て
で
あ
り
、
こ
の
法
は
胎
蔵
大
法
中
の
悉
地
成

就
法
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
相
対
し
て
、『
瑜
祇
経
』
は
両
部
大
法
の
肝
心
と
い
い
、
こ
こ
に
説
か
れ
る

「
大
悲
胎
蔵
頓
証
八
字
印
明
」
は
、『
大
日
経
』「
阿
闍
梨
真
実
智
品
」
の
印
明
で
あ
る
が
、（
金
剛
界
）
五

部
三
十
七
尊
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
金
剛
界
中
の
悉
地
成
就
法
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
『
瑜

祇
経
』
は
蘇
悉
地
法
と
相
対
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
四
蔵
の
中
心
と
な
る
の
は
、『
瑜
祇
経
』
で
あ
り
、
こ

の
経
は
金
剛
界
に
お
け
る
蘇
悉
地
法
で
あ
る
と
解
釈
し
、
本
経
中
に
も
仏
頂
尊
に
関
連
す
る
記
述
が
随
所

に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
仏
頂
尊
に
つ
い
て
『
瑜
祇
経
』
で
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
、『
瑜
祇

経
疏
』
を
述
し
た
安
然
や
台
密
諸
師
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
調
査
を
行
っ
た
。 

第
一
章
で
は
、『
瑜
祇
経
』
と
仏
頂
尊
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
先
行
研
究
を
整
理
・
検
討
し
、
問
題
点
を
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探
索
し
た
。 

第
二
章
で
は
、『
瑜
祇
経
』「
一
切
仏
頂
最
上
遍
照
王
勝
義
難
摧
摧
邪
一
切
処
瑜
伽
四
行
攝
法
品
第
六
（
四

攝
行
品
）」
に
説
か
れ
る
「
壊
二
乗
心
」
に
着
目
し
て
考
察
し
た
。「
四
攝
行
品
」
は
品
題
に
仏
頂
尊
の
名

が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
未
だ
研
究
事
例
が
無
い
。
そ
こ
で
、「
四
攝
行
品
」
が
台
密
の
中

で
如
何
に
解
釈
さ
れ
、
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
論
を
進
め
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
波
及
し
た
と
思
わ

れ
る
安
然
以
降
の
台
東
密
の
諸
師
の
関
連
す
る
章
疏
類
に
つ
い
て
も
考
証
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』『
崎
祇
舎

私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
の
整
理
・
解
析

を
行
っ
た
。
安
然
以
降
、
台
密
に
お
け
る
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
書
は
、
聖
一
国
師
円
爾
弁
円
（
一
二
〇

二
―
一
二
八
〇
）
秘
書
『
瑜
祇
経
見
聞
』
一
巻
、
応
長
二
年
（
一
三
一
二
）
頃
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
瑜

祇
経
口
決
抜
書
』
八
巻
（
尾
欠
）、
澄
豪
の
講
述
口
決
を
弟
子
が
書
き
留
め
た
も
の
と
さ
れ
る
『
瑜
祇
経
聴

聞
抄
』
三
巻
等
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
未
だ
活
字
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
台
密
に
お
い
て
『
瑜
祇
経
』
は
、

（
仏
頂
尊
、
仏
眼
仏
母
が
主
と
し
て
考
え
ら
れ
る
「
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
」
に
説
か
れ
る
）「
大
悲
胎
蔵
頓

証
八
字
真
言
」
に
関
し
て
重
要
視
さ
れ
、
な
か
で
も
慈
鎭
和
尚
慈
円
（
一
一
五
五
―
一
二
二
五
）
の
い
わ

ゆ
る
仏
眼
信
仰
は
、
密
教
教
学
上
多
く
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
慈
円
が
幼
少
期
に
入
寺
し
た
青
蓮

院
の
吉
水
蔵
聖
教
は
、
現
存
す
る
最
古
の
密
教
聖
教
と
さ
れ
、
平
安
時
代
中
期
に
谷
阿
闍
梨
皇
慶
の
時
代

に
成
立
し
、
青
蓮
院
初
代
門
跡
行
玄
の
と
き
に
現
在
の
姿
に
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
価
値
あ
る
吉
水
蔵
所
収
の
『
瑜
祇
経
』
に
関
す
る
書
物
に
つ
い
て
は
、
未
だ
内
容
等
の
詳
細
検
討
は

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
吉
水
蔵
聖
教
類
収
蔵
書
目
の
中
、「
壊
二
乗
心
印
事
」
と
題
し
た
切
紙

様
の
書
面
が
内
包
さ
れ
た
『
瑜
祇
経
母
捺
羅
』
と
、
そ
れ
と
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

『
崎
祇
舎

私
記
』『
瑜
祇
経
西
決
』
の
三
本
が
如
何
な
る
書
な
の
か
を
調
査
し
、
三
本
の
翻
刻
を
行
っ

た
も
の
を
翻
刻
資
料
と
し
て
提
示
し
た
。 


